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【
面
談
】
衆
院
〈
共
産
〉
清

水
忠
史

【
秘
書
対
応
】
衆
院
〈
自

民
〉
岡
下
昌
平
、
大
西
宏

幸
、
と
か
し
き
な
お
み
、
北

川
知
克
、
中
山
泰
秀
、
大
塚

高
司
、
左
藤
章
、
長
尾
敬
、

原
田
憲
治
、
神
谷
昇
、
竹
本

直
一
、
大
隈
和
英
、
宗
清
皇

一
、〈
公
明
〉
北
側
一
雄
、

伊
佐
進
一
、
浮
島
智
子
、
樋

口
尚
也
、
佐
藤
茂
樹
、
国
重

徹
、〈
民
主
〉
平
野
博
文
、

〈
維
新
〉
馬
場
伸
幸
、
足
立

康
史
、
吉
村
洋
文
、
丸
山
穂

高
、
伊
東
信
久
、
井
上
英

孝
、
松
浪
健
太
、
遠
藤
敬
、

木
下
智
彦
、
谷
畑
孝
、〈
共

産
〉
宮
本
岳
志　

参
院
〈
自

民
〉
太
田
房
江
、
柳
本
卓

治
、
北
川
イ
ッ
セ
イ
、〈
公

明
〉
杉
久
武
、
石
川
博
崇
、

山
本
香
苗
、〈
維
新
〉
東

徹
、〈
共
産
〉
山
下
芳
生

た
生
存
権
を
具
現
化
し
た
も

の
で
あ
る
た
め
課
税
す
る
の

は
憲
法
に
抵
触
す
る
と
し
、

軽
減
税
率
や
診
療
報
酬
上
乗

せ
で
は
な
く
、
ゼ
ロ
税
率

（
免
税
）
で
し
か
真
の
意
味

で
の
非
課
税
と
な
ら
な
い
と

話
し
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
は
、
消
費
税

が
病
院
経
営
を
赤
字
に
追
い

込
ん
で
い
る
実
態
が
報
告
さ

れ
、「
次
回
の
改
定
で
再
び

診
療
報
酬
に
上
乗
せ
し
な
い

で
ほ
し
い
」「
命
に
消
費
税

を
か
け
る
な
」
な
ど
訴
え

た
。
患
者
さ
ん
に
も
医
療
機

関
に
も
負
担
が
か
か
ら
な
い

解
決
策
は
ゼ
ロ
税
率
（
免

税
）
し
か
な
く
、
今
が
一
番

の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。

◇

　

要
請
議
員
は
次
の
通
り
。

敬
称
略
、
順
不
同
。

学
部
講
師
・
税
理
士
法
人
コ

ン
フ
ィ
ア
ン
ス
代
表
税
理

士
）
が
、「
医
療
機
関
の
損

税
解
消
に
は
『
ゼ
ロ
税
率
』

免
税
し
か
な
い
！
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。
現
在
、「
医
療

機
関
等
の
消
費
税
問
題
に
関

す
る
検
討
会
」
で
行
わ
れ
て

い
る
消
費
税
の
「
見
え
る

化
」
に
つ
い
て
、
消
費
税
の

仕
組
み
上
、
一
つ
ひ
と
つ
の

　

同
日
、
国
会
内
で
「
８
・

20
『
損
税
』
解
消
―
医
療
の

消
費
税
問
題
抜
本
解
決
を
求

め
る
集
会
」
が
開
か
れ
た
。

益
子
良
一
氏
（
専
修
大
学
法

　

面
談
し
た
清
水
忠
史
衆
院

議
員
（
共
産
）
は
、
安
保
関

連
法
に
関
し
て
国
民
の
反
対

運
動
の
広
が
り
が
安
倍
政
権

を
追
い
込
ん
で
い
る
こ
と
を

報
告
。「
法
案
が
通
っ
て
軍

事
費
が
増
大
す
る
と
、
そ
の

し
わ
寄
せ
で
社
会
保
障
費
が

削
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
同
議
員

に
は
「
新
た
な
患
者
負
担
増

を
や
め
、
窓
口
負
担
の
大
幅

軽
減
を
求
め
る
」
患
者
署
名

１
２
３
筆
を
手
渡
し
た
。

　

山
下
芳
生
参
院
議
員
（
共

産
）
に
「
安
保
関
連
法
案
の

廃
案
を
求
め
る
請
願
署
名
」

７
０
９
筆
を
提
出
し
た
。

損
税
解
消
へ
集
会

　

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地

区
が
東
大
阪
市
長
選
に
向
け

て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
浜
正
幸
候
補
は
「
現
市

政
は
、市
民
の
声
を
聞
か
ず
、

財
政
状
況
も
顧
み
な
い
膨
大

な
事
業
計
画
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
今
後
３
年
間
で
、
こ

れ
ま
で
の
３
倍
の
８
８
０
億

円
、
新
た
な
借
金
は
５
２
０

億
円
で
財
源
の
６
割
に
も
の

ぼ
る
。
事
業
計
画
に
な
い
新

浜
正
幸
氏
の
略
歴

　

１
９
５
１
年
生
ま
れ
。
近
畿
大
学
二
部
理
工
学
部
数
物

学
科
中
退
。
東
大
阪
市
職
員
労
働
組
合
支
部
副
委
員
長
、

東
大
阪
労
働
組
合
総
連
合
事
務
局
次
長
を
経
て
、
95
年
か

ら
99
年
の
１
期
、
03
年
か
ら
15
年
ま
で
東
大
阪
市
議
を
務

め
、
東
大
阪
市
議
会
副
議
長
、
監
査
委
員
な
ど
歴
任
。
現

在
、
日
本
共
産
党
東
大
阪
市
会
議
員
団
副
団
長
。

た
な
事
業
・
今
後
進
め
ら
れ

る
事
業
と
し
て
モ
ノ
レ
ー
ル

の
延
伸
70
億
円
、
上
下
水
道

庁
舎
建
設
50
億
円
、
新
市
民

会
館
建
設
１
０
０
億
円
と
な

っ
て
お
り
、
花
園
ラ
グ
ビ
ー

場
の
整
備
費
用
は
土
地
引
取

り
45
億
円
に
加
え
て
施
設
整

備
費
１
３
２
億
円
と
膨
大
に

膨
ら
ん
で
い
る
。一
方
で
、身

近
な
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
や

医
療
・
福
祉
・
教
育
の
予
算
が

削
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

膨
大
な
事
業
計
画
を
見
直
さ

な
い
限
り
、
市
民
福
祉
の
向

上
は
あ
り
得
な
い
と
考
え

る
」と
現
市
政
を
批
判
し
た
。

　

ま
た
、「
歯
科
口
腔
は
、

低
所
得
階
層
や
歯
磨
き
習
慣

の
な
い
人
な
ど
痛
み
が
起
き

る
ま
で
放
置
さ
れ
る
傾
向
に

あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
歯
周

病
な
ど
が
重
症
化
し
、
健
康

寿
命
を
縮
め
る
こ
と
に
な

る
。
年
齢
層
に
応
じ
た
歯
科

健
診
制
度
な
ど
の
工
夫
を
し

て
、
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る

施
策
を
考
え
る
べ
き
」
と
歯

科
医
療
に
関
し
積
極
的
な
見

解
を
示
し
た
。

　

同
地
区
と
結
ん
だ
政
策
協

定
で
は
、
①
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
の
対
象
年
齢
を
高

校
卒
業
ま
で
引
き
上
げ
、
無

料
制
度
に
つ
と
め
る
②
市
民

の
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り

推
進
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を

め
ざ
し
て
歯
科
口
腔
保
健
条

例
制
定
に
つ
と
め
る
③
す
べ

て
の
市
民
が
安
心
し
て
歯
科

健
診
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
歯

科
健
診
制
度
を
拡
充
す
る
④

乳
幼
児
歯
科
健
診
を
拡
充
し

小
学
校
入
学
前
の
年
齢
も
対

象
と
す
る
⑤
成
人
歯
科
健
診

を
年
１
回
無
料
で
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
拡
充
す
る
―
―
な

ど
の
実
現
に
向
け
て
努
力
す

る
こ
と
が
謳
わ
れ
た
。

　

安
保
関
連
法
案
が
参
議
院
に
議
論
を
移
し
日
に
日
に
反

対
運
動
が
広
ま
る
な
か
、
協
会
は
８
月
20
日
に
国
会
要
請

行
動
に
取
り
組
み
、
下
井
戸
昭
介
・
戸
井
逸
美
両
副
理
事

長
含
む
役
員
10
人
が
参
加
し
た
。
診
療
報
酬
の
プ
ラ
ス
改

定
と
新
た
な
医
療
制
度
改
悪
の
阻
止
、「
安
保
法
制
」
の

成
立
阻
止
、
医
療
の
消
費
税
問
題
抜
本
解
決
な
ど
を
求
め

て
、
大
阪
選
出
の
国
会
議
員
に
要
請
し
た
。

診
療
行
為
の
中

に
含
ま
れ
る
消

費
税
を
「
見
え

る
化
」
す
る
の

は
困
難
と
指

摘
。
国
民
皆
保

険
制
度
と
し
て

の
保
険
診
療
は

憲
法
で
保
障
し

診
療
報
酬
プ
ラ
ス
改
定

安
保
法
案
の
成
立
阻
止８

・
20
国
会
行
動

を
要
請

東大阪市長選挙（９月27日投開票）

医療・福祉の充実へ

浜正幸候補と政策協定
東大阪市長選挙にのぞむ政策協定

　国や大阪府が国民の命綱である医療や福祉など、社会保障制度の大改悪を
進めている今日、住民に最も近い市町村が、住民の命と健康を守ることが切
実に求められています。
　私たちは、市民の命と健康が大切にされる21世紀にふさわしい東大阪市を
実現するために努力することを確認し、以下の項目について政策協定を結び
ます。

記
１．国民健康保険料を引き下げ、子どもの均等割をゼロにするなど減免措置
を拡充する。
２．受診遅れにならないよう無保険状態の解消につとめる。
３．子ども医療費助成制度の対象年齢を高校卒業まで引き上げ、無料制度に
つとめる。
４．市販品類似薬（湿布、漢方薬、目薬、うがい薬）の公的保険外しや受診
時定額窓口負担の徴収など医療制度を改悪しないよう国に求める。
５．介護保険料の大幅値上げをしない。
６．介護予防訪問介護・介護予防通所介護はボランティアなどに置き換え
ず、現行サービスの維持につとめる。
７．８月からの介護保険利用料の２割への引き上げ中止を国に求める。
８．市民の歯と口腔の健康づくり推進、健康寿命の延伸をめざして歯科口腔
保健条例制定につとめる。
９．すべての市民が安心して歯科健診を受けられるよう歯科健診制度を拡充
する。
10．乳幼児歯科健診を拡充し、小学校入学前の年齢も対象とする。
11．成人歯科健診を年１回、無料で受けられるように拡充する。
12．保健センターに常勤の歯科医師と歯科衛生士を配置し、市民の歯と口腔
の健康を守る拠点として充実させる。
13．市民の暮らし・医療・福祉・教育の充実を最優先し、不要・不急の公共
事業については計画の見直しや施策を凍結する。
14．防災計画を抜本的に見直し、災害に強いまちづくりを実現する。
15．同和施策を完全に終結させる。
16．安保法案に反対し、憲法９条、25条を生かした、平和で健康に暮らせる
まちづくりにつとめる。

以上
2015年８月27日

東大阪市長選挙予定候補
　　浜　正幸

大阪府歯科保険医協会東大阪・八尾・柏原地区
地区責任者　矢部　あづさ

清
水
忠
史
衆
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議
員
（
左
か
ら

５
人
目
）


